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万
葉
集
を
読
む

第
二
十
八
回

大
伴
旅
人
・
山
上
憶
良

そ
の
１

大
伴
旅
人
と
山
上
憶
良
は
、
万
葉
集
第
三
期
（
元
明
、
元
正
、
聖
武
天
皇
の
天
平
五
年
ま
で
の
時
代
）
の
中
心

的
歌
人
で
、
二
人
は
い
わ
ゆ
る
筑
紫
歌
壇
と
い
わ
れ
る
太
宰
府
の
地
で
交
流
が
あ
っ
た
。

大
伴
旅
人
の
年
譜

天
智
四
年
（
六
六
五
）
、
大
伴
安
麻
呂
の
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。

和
銅
三
年
（
七
一
〇
）
正
月
、
左
将
軍
、
正
五
位
上
、
朝
賀
に
騎
兵
を
率
い
る
（
四
十
五
歳
）
。

四
年
（
七
一
一
）
正
月
、
従
四
位
下

七
年
（
七
一
四
）
一
一
月
、
迎
新
羅
使
、
左
将
軍

霊
亀
元
年
（
七
一
五
）
正
月
、
従
四
位
下

五
月
、
中
務
卿
（
中
務
省
＝
天
皇
の
側
近
に
侍
従
し
、
詔
勅
の
文
案
を
審
署
し
、
宣
旨
・

上
表
の
受
納
・
奏
進
、
国
史
の
監
修
な
ど
を
つ
か
さ
ど
っ
た
）

養
老
二
年
（
七
一
八
）
三
月
、
中
納
言

三
年
（
七
一
九
）
正
月
、
正
四
位
下

九
月
、
山
背
国
摂
官
（
畿
内
三
国
の
治
績
を
監
察
す
る
官
職
。
中
央
の
官
人
が
兼
任
）

四
年
（
七
二
〇
）
二
月
、
征
隼
人
持
節
（
隼
人
を
鎮
定
す
る
た
め
に
天
皇
の
権
限
を
代
行
す
る
節
刀
を
賜
っ

て
派
遣
さ
れ
た
軍
団
の
指
揮
官
）
代
将
軍
。
大
隅
の
隼
人
の
乱
を
平
定
（
五
十
五
歳
）
。

五
年
（
七
二
一
）
正
月
、
従
三
位

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
二
月
、
正
三
位

四
年
（
七
二
七
）
太
宰
府
の
帥
と
な
っ
て
九
州
に
下
る
（
六
十
三
歳
）
。
こ
こ
で
筑
前
守
だ
っ
た
山
上
憶
良

ら
と
文
学
上
の
交
流
を
深
め
、
筑
紫
歌
壇
の
中
心
的
人
物
と
な
っ
た
。

天
平
二
年
（
七
三
〇
）
一
〇
月
、
大
納
言
と
な
っ
て
上
京
（
十
二
月
）
（
六
十
六
歳
）

三
年
（
七
三
一
）
正
月
、
従
二
位

七
月
二
五
日
、
薨
去
（
六
十
七
歳
）

作
品
は
巻
五
を
中
心
に
、
巻
三
、
四
、
六
、
八
、
一
七
に
、
長
歌
一
首
、
短
歌
七
五
首
。
漢
籍
か
ら
得
た
知
識

を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
、
儒
教
思
想
、
仏
教
思
想
、
神
仙
思
想
に
基
づ
く
作
品
が
特
徴
。

山
上
憶
良
の
年
譜

斉
明
天
皇
六
年
（
六
六
〇
）
の
生
ま
れ
。

大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
、
四
十
二
歳
の
時
、
遣
唐
小
録
と
し
て
中
国
に
渡
る
（
『
続
日
本
紀
』
に
そ
の
名
が
は
じ
め

て
出
る
）
。

慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
、
四
十
五
歳
の
時
に
帰
朝
。



養
老
五
年
（
七
二
一
）
、
東
宮
侍
講
と
し
て

お
び
と
の

首

み

こ

皇
子
（
後
の
聖
武
天
皇
）
の
教
育
係
を
務
め
た
。

神
亀
元
年
（
七
二
四
）
、
六
十
七
歳
で
筑
前
守
と
な
り
、
太
宰
の
帥
と
し
て
下
っ
て
い
た
大
伴
旅
人
と
交
流
。

天
平
五
年
（
七
三
三
）
、
七
十
四
歳
で
没
。

東
宮
侍
講
時
に
歌
を
分
類
し
て
集
め
た
『
類
聚
歌
林
』
を
編
纂
。

作
品
は
、
貧
・
病
・
老
・
死
を
主
題
と
し
て
、
子
へ
の
愛
を
歌
う
な
ど
社
会
派
歌
人
と
し
て
、
万
葉
集
で
も
特

異
な
世
界
を
構
築
。
万
葉
集
に
は
、
巻
一
、
二
、
三
、
五
、
六
、
八
に
、
長
歌
一
一
首
、
短
歌
六
五
首
、
旋
頭
歌

一
首
。
出
身
を
百
済
系
の
渡
来
人
と
み
る
説
が
あ
る
。

作
品
を
巻
順
に
見
て
い
く
。

巻
一

雑
歌

[

題
詞]

山
上
臣
憶
良
（
渡
唐
時
四
十
三
歳
）
、

も
ろ
こ
し

大
唐
に
あ
り
し
時
、

ほ
ん
が
う

本
郷
を

お
も億

ひ
て
作
る
歌

六
三

[

原
文]

去
来
子
等

早
日
本
邊

大
伴
乃

御
津
乃
濱
松

待
戀
奴
良
武

[

訓
読]

い
ざ
子
ど
も
早
く

や

ま

と

日
本
へ

お
ほ
と
も

大
伴
の

み

つ

御
津
の
浜
松
待
ち
恋
ひ
ぬ
ら
む

▽
語
釈

子
ど
も
＝
従
者
・
舟
子
な
ど
、
目
下
の
者
や
使
用
人
を
親
し
ん
で
呼
ぶ
語
。
多
く
男
を
指
す
。

【
参
考
】
遣
唐
使
を
送
る
歌
（
巻
一
）

[

題
詞]

み
の
の
む
ら
じ

三
野
連[

名
を

か闕
く]

入
唐
の
時
、

か
す
が
の
く
ら
び
と

春
日
蔵
首

お
ゆ老

の
作
れ
る
歌
。
（
大
宝
元
年
（
七
〇
一
）
出
発
し
て
果
さ
ず
、
翌
年

六
月
渡
唐
。
帰
国
は
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
、
任
命
時
四
十
歳
）

[

原
文]

六
二

在
根
良

對
馬
乃
渡

々
中
尓

幣
取
向
而

早
還
許
年

[

訓
読]

あ在
り

ね嶺
よ
し

つ
し
ま

対
馬
の
渡
り

わ
た
な
か

海
中
に

ぬ
さ幣

取
り
向
け
て

は
や早

帰
り

こ来
ね

▽
語
釈

あ
り
ね
よ
し
＝
枕
詞
。
ア
リ
は
「
存
在
す
る
、
目
に
付
く
」
意
。
ネ
は
「
嶺
」
、
ヨ
シ
は
「
良
し
」
の
意
。
朝
鮮
と
の
往
来
な
ど

に
、
舟
の
目
標
に
な
る
、
目
の
付
く
峰
が
あ
る
こ
と
か
ら
「
対
馬
」
に
か
か
る
。

渡
り
＝
海
峡
を
渡
る
こ
と
。
航
路
。

来
ね
＝
ネ
は
希
望
を
表
す
終
助
詞



巻
二

挽
歌

[

題
詞]
山
上
臣
憶
良
の

つ
い追
わ和

せ
し
歌
一
首
（
一
四
三
、
四
の

な
が
の
い
み
き
お
き
ま
ろ

長
忌
寸
意
吉
麻
呂
（
伝
未
詳
）

む
す
び

結
ま
つ松

を
観
て

あ
い哀
え
つ咽

せ
し

歌
二
首
に
追
和
―
有
間
皇
子
を
悼
む
歌
）

一
四
五

[

原
文]

鳥
翔
成

有
我
欲
比
管

見
良
目
杼
母

人
社
不
知

松
者
知
良
武

[

訓
読]

鳥
翔
成
あ
り
通
ひ
つ
つ
見
ら
め
ど
も
人
こ
そ
知
ら
ね
松
は
知
る
ら
む

▼
注
釈

初
句
の
原
文
「
鳥
翔
成
」
は
、
賀
茂
真
淵
（
万
葉
考
）
の
説
で
は
「
つ
ば
さ
な
す
」
と
読
む
。
佐
々
木
信
綱
、

新
日
本
文
学
大
系
は
こ
の
訓
み
を
取
る
。
伊
藤
博
、
中
西
進
は
佐
伯
梅
友
の
説
で
義
を
取
っ
て
「

あ
ま
が
け

天
翔
り
」
と
訓

む
。

[

左
注]

右
の

く
だ
り

件

の
う
た歌
ど
も等

は
、

ひ
つ
ぎ

柩

を
ひ挽

く
時
に
作
り
し
所
に
あ
ら
ず
と

い
え
ど

雖

も
、
歌
意
を
か
む
が
へ
、
故
に
以

て
挽
歌
の
類
に
載
す
。

巻
三

雑
歌

三
一
五

[

題
詞]

暮
春
の
月
に
芳
野
の

と
つ
み
や

離
宮
に

い
で幸

し
し
時
に
、
中
納
言
大
伴
卿
の

み
こ
と
の
り

勅

を
う
け
た
ま
は

奉

り
て
作
れ
る
歌
一
首
、

并
に
短
歌][

未
だ
奏
上
を
逕
ざ
る
歌]

[

原
文]

見
吉
野
之

芳
野
乃
宮
者

山
可
良
志

貴
有
師

水
可
良
思

清
有
師

天
地
与

長
久

萬
代
尓

不
改
将

有

行
幸
之
宮

[

訓
読]

み
吉
野
の

吉
野
の
宮
は

山
か
ら
し

た
ふ
と

貴

く
あ
ら
し

川
か
ら
し

さ
や
け
く
あ
ら
し

あ
め
つ
ち

天
地
と

長
く

久
し
く

よ
ろ
づ
よ

万
代
に

変
は
ら
ず
あ
ら
む

い
で
ま

幸

し
の
宮

▼
注
釈

暮
春
の
月
＝
神
亀
元
年
（
七
二
四
）
二
月
四
日
、
聖
武
天
皇
即
位
。
三
月
一
日
、
天
皇
、
芳
野
宮
に
行
幸
。
三
月

五
日
帰
還
。
「
暮
春
」
は
陰
暦
三
月
の
異
称
。

中
納
言
大
伴
卿
＝
天
皇
即
位
に
伴
い
、
従
三
位
か
ら
正
三
位
に
昇
進
し
た
大
伴
旅
人
、
時
に
六
十
歳
。
こ
の
歌
は

旅
人
が
残
し
た
た
だ
一
つ
の
長
歌
で
、
万
葉
集
に
残
る
彼
の
処
女
作
。

▽
語
釈



山
か
ら
し
＝
格
助
詞
カ
ラ
の
語
源
は
名
詞
「
か
ら
」
と
考
え
ら
れ
る
。
国
や
山
や
川
や
神
の
本
来
の
性
質
を
意
味

す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
社
会
的
な
格
を
も
意
味
す
る
。
品
格
。
「
シ
」
は
強
意
の
助
詞
。

三
一
六

反
歌

[

原
文]

昔
見
之

象
乃
小
河
乎

今
見
者

弥
清

成
尓
来
鴨

[

訓
読]

昔
見
し

き
さ象

の
を

が

は

小
川
を
今
見
れ
ば
い
よ
よ
さ
や
け
く
な
り
に
け
る
か
も

▼
注
釈

「
昔
見
し
」
は
、
持
統
天
皇
の
吉
野
行
幸
に
供
奉
し
た
往
時
を
回
想
し
つ
つ
、
今
の
感
慨
に
及
ぶ
。
聖
武
天
皇
と

し
て
は
初
の
吉
野
行
幸
と
な
る
の
で
、
「
今
の
新
代
を
寿
い
だ
詞
で
あ
る
」
と
金
子
『
評
釈
』
に
言
う
（
新
日
本

古
典
文
学
大
系
）

▽
語
釈

象
の
小
川
＝
象
谷
を
流
れ
る
川
。
宮
滝
で
吉
野
川
に
合
流
。

巻
三

（
筑
紫
歌
壇
の
歌
）

三
二
八

[

題
詞]

大
宰
少
貳
小
野
老
朝
臣
の
歌
一
首

[

原
文]

青
丹
吉

寧
樂
乃
京
師
者

咲
花
乃

薫
如

今
盛
有

[

訓
読]

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
は
咲
く
花
の
に
ほ
ふ
が
ご
と
く
今
盛
り
な
り

▼
注
釈

小
野
老
は
、
天
平
元
年
（
七
二
九
）
、
太
宰
少
弐
石
川
足
人
の
後
任
と
し
て
大
宰
府
に
着
任
。
着
任
の
宴
席
で

披
露
し
た
歌
で
あ
ろ
う
か
（
新
日
本
古
典
）
。

三
二
九

[

題
詞]

さ
き
も
り
の
つ
か
さ
の

防

人

司
す
け佑

大
伴

よ四
つ
な綱

の
歌
二
首

[

原
文]

安
見
知
之

吾
王
乃

敷
座
在

國
中
者

京
師
所
念

[

訓
読]

や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
敷
き
ま
せ
る
国
の
中
に
は
都
し
思
ほ
ゆ

三
三
〇

[

原
文]

藤
浪
之

花
者
盛
尓

成
来

平
城
京
乎

御
念
八
君

[

訓
読]

藤
波
の
花
は
盛
り
に
な
り
に
け
り
奈
良
の
都
を
思
ほ
す
や
君



三
三
一

[

題
詞]
帥
大
伴
卿
の
歌
五
首

[

原
文]

吾
盛

復
将
變
八
方

殆

寧
樂
京
乎

不
見
歟
将
成

[

訓
読]

我
が
盛
り
ま
た
を
ち
め
や
も
ほ
と
ほ
と
に
奈
良
の
都
を
見
ず
か
な
り
な
む

▽
語
釈

を
ち
＝
生
命
が
若
返
る
。

ほ
と
ほ
と
に
＝
危
う
く
…
し
そ
う
だ
。

三
三
二

[

原
文]

吾
命
毛

常
有
奴
可

昔
見
之

象
小
河
乎

行
見
為

[

訓
読]

我
が
命
も
常
に
あ
ら
ぬ
か
昔
見
し
象
の
小
川
を
行
き
て
見
む
た
め

▼
注
釈

「
昔
見
し
象
の
小
川
」
は
三
一
六
の
歌
の
回
想
。

三
三
三

[

原
文]

淺
茅
原

曲
曲
二

物
念
者

故
郷
之

所
念
可
聞

[

訓
読]

浅
茅
原
つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
も
の
思
へ
ば
古
り
に
し
里
し
思
ほ
ゆ
る
か
も

▽
語
釈

浅
茅
原
＝
ま
ば
ら
に
篠
の
生
え
て
い
る
原
。
ま
た
、
短
い
篠
の
生
え
て
い
る
原
。

つ
ば
ら
つ
ば
ら
に
＝
ま
ん
べ
ん
な
く
。
く
ま
な
く
。

三
三
四

[

原
文]

萱
草

吾
紐
二
付

香
具
山
乃

故
去
之
里
乎<

忘>

之
為

[

訓
読]

忘
れ
草
我
が
紐
に
付
く
香
具
山
の
古
り
に
し
里
を
忘
れ
む
が
た
め

三
三
五

[

原
文]

吾
行
者

久
者
不
有

夢
乃
和
太

湍
者
不
成
而

淵
有
乞

[

訓
読]

我
が
行
き
は

ひ
さ久

に
は
あ
ら
じ

い
め夢

の
わ
だ
瀬
に
は
な
ら
ず
て
淵
に
あ
り
こ
そ

▽
語
釈

わ
だ
＝
地
形
が
湾
曲
し
て
い
る
所
。
入
り
江
な
ど
を
い
う
。
「
夢
の
わ
だ
」
は
、
象
の
小
川
が
吉
野
川
に
注
ぐ
あ

た
り
の
淵
と
い
う
（
伊
藤
博
）
。



瀬
＝
川
の
浅
い
所
。

三
三
六

[

題
詞]

し
ゃ
（
さ
）

沙

み弥
ま
ん
せ
い

満
誓
、

わ
た綿

を
詠
む
歌
一
首[

ざ
う
つ
く
し

造
筑
紫
觀
音
寺

べ
つ
た
う

別
當
、
俗
姓
は
笠
朝
臣
麻
呂
な
り]

[

原
文]

白
縫

筑
紫
乃
綿
者

身
箸
而

未
者
伎
袮
杼

暖
所
見

[

訓
読]

し
ら
ぬ
ひ

つ

く

し

筑
紫
の

わ
た綿

は
身
に
付
け
て
い
ま
だ
は

き着
ね
ど

あ
た
た
か

暖

け
く
見
ゆ

▼
注
釈

満
誓
（
笠
朝
臣
麻
呂
）
＝
慶
雲
元
年
（
七
〇
四
）
正
月
正
六
位
下
よ
り
従
五
位
下
、
同
三
年
七
月
美
濃
守
、
和

銅
元
年
（
七
〇
八
）
三
月
、
再
び
美
濃
守
、
同
年
十
一
月
、
霊
亀
三
年
を
改
め
養
老
元
年
に
改
元
、
従
四
位
上
を

授
け
ら
れ
、
養
老
五
年
（
七
二
一
）
元
明
天
皇
の
不
予
に
よ
り
出
家
、
満
誓
と
号
し
た
。
同
七
年
（
七
二
三
）
二

月
、
造
筑
紫
観
世
音
寺
別
当
。

▽
語
釈

し
ら
ぬ
ひ
＝
地
名
「
筑
紫
」
に
か
か
る
枕
詞
。

し領
ら
ぬ

ひ霊
が
よ
り
つ
く
意
か
ら
と
も
、
都
か
ら
知
ら
ぬ
日
（
多
く

の
日
）
を
尽
く
し
て
行
く
地
の
意
か
ら
か
か
る
と
も
い
う
。

三
三
七

[

題
詞]

山
上
憶
良
臣
、

う
た
げ

宴

を
ま
か罷

る
の
歌
一
首

[

原
文]

憶
良
等
者

今
者
将
罷

子
将
哭

其
彼
母
毛

吾
乎
将
待
曽

[

訓
読]

憶
良
ら
は
今
は

ま
か罷

ら
む
子
泣
く
ら
む
そ
れ
そ
の
母
も

あ我
を
待
つ
ら
む
ぞ

▼
注
釈

▽
天
平
元
年
の
詠
と
仮
定
し
て
、
時
に
憶
良
は
七
十
一
歳
。
家
で
泣
き
じ
ゃ
く
る
子
が
い
る
べ
き
も
な
い
。
同
席

し
た
若
い
官
人
を
含
め
て
の
代
表
的
心
理
で
う
た
っ
て
い
る
。
七
十
一
歳
の
憶
良
が
そ
の
よ
う
な
子
と
妻
が
い
る

ご
と
く
に
う
た
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
笑
い
が
あ
る
（
伊
藤
博
）
。

▽
子
供
と
、
そ
の
母
親
の
待
つ
家
へ
帰
ろ
う
と
、
お
ど
け
て
宴
席
の
終
了
を
告
げ
た
歌
で
あ
ろ
う
（
新
日
本
古
典
）
。

▽
こ
の
歌
は
、
憶
良
の
子
供
を
思
う
歌
と
並
ん
で
、
子
供
に
対
す
る
愛
情
を
歌
っ
た
歌
で
あ
る
。
同
時
に
宴
席
の

ば
あ
い
、
自
分
の
家
の
妻
や
子
が
待
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
い
っ
て
席
を
退
出
す
る
の
は
、
憶
良
の
宴
席
に
お
け
る

社
交
性
の
少
な
さ
を
も
語
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う
歌
を
よ
ん
で
退
出
す
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
社
交
嫌
い
を

公
然
と
表
明
し
た
こ
と
に
な
る
（
久
松
潜
一
『
万
葉
秀
歌
』
）
。



【
参
考
】
『
懐
風
藻
』
よ
り
大
伴
旅
人
の
詩

從
二
位
大
納
言
大
伴
宿
彌
旅
人

一
首[

年
六
十
七]

詩
番
号
四
四

五
言

初
春
侍
宴

（
初
春
宴
に
侍
す
）

寛
政
情
既
遠

政
を

ゆ
る
や

寛

か
に
し
て

情
既
に
遠
く

廸
古
道
惟
新

古
に

よ廸
っ
て

道
こ惟

れ
新
た
な
り

穆
穆
四
門
客

ぼ
く
ぼ
く

穆
穆
た
り

し

も

ん

四
門
の
客

濟
濟
三
徳
人

せ
い
せ
い

濟
濟
た
り

三
徳
の
人

梅
雪
亂
殘
岸

梅
雪

ざ
ん殘
が
ん岸

に
亂
れ

煙
霞
接
早
春

え

ん

か

煙
霞

早
春
に
接
す

共
遊
聖
主
澤

共
に
遊
ぶ

聖
主
の

た
く澤

同
賀
撃
壤
仁

同
じ
く
賀
す

げ
き
じ
ょ
う

撃

壤
の
仁

▽
語
釈

穆
穆
＝
慎
み

う
や
う
や

恭

し
い
。
麗
し
く
威
儀
の
あ
る
さ
ま
。

四
門
＝
宮
中
四
方
の
門
。

済
々
＝
数
の
多
い
さ
ま
。
特
に
人
材
な
ど
の
多
い
さ
ま
。

三
徳
＝
智
・
仁
・
勇
を
さ
す
。

梅
雪
＝
梅
の
花
に
降
り
か
か
っ
た
雪
。

残
岸
＝
崩
れ
て
い
る
岸
辺
の
さ
ま
。

撃
壌
の
仁
＝
天
下
を
太
平
に
治
め
て
い
る
仁
徳
。
撃
壌
は
「
鼓
腹
撃
壌
」
の
略
。
太
平
に
治
ま
っ
て
い
る
さ
ま
。




